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１．はじめに
　2017 年に幼稚園教育要領及び保育所保育
指針が改訂され、2018 年に施行された。幼
稚園教育要領では領域「表現」の内容におい
て、「音楽に親しみ、歌を歌ったり、簡単な
リズム楽器を使ったりなどする楽しさを味わ
う」（p.21）とあり、保育所保育指針では「乳
児保育に関わるねらい及び内容」に「～歌や
リズムに合わせて手足や体を動かして楽しん
だりする。」（p.36）、1 歳以上 3 歳未満児の保
育に関わるねらい及び内容」では「歌を歌っ
たり、簡単な手遊びや全身を使う遊びを楽し
んだりする」（p.41）、3 歳以上児のねらい及
び内容では、幼稚園教育の領域「表現」と同
様に歌について言及されており、保育におい
て歌うことは欠かせない大切な活動である。
改訂前の保育所保育指針では、領域「表現」
の内容には「保育士等と一緒に歌ったり、手
遊びをしたり、リズムに合わせて体を動かし
たりして遊ぶ。」とある。この「保育士等と
一緒に」が 2017 年の改訂後はなくなっては
いるが、保育の中で CD 等のメディアを使用
して歌を歌う場合を考慮しての記述であると
考える。
　歌を歌うことは、言葉を豊かにすることに
もつながる。『幼稚園教育要領解説』の領域「言
葉」の内容の取扱いには、「幼児期の発達を
踏まえて，言葉遊びを楽しむことも，いろい
ろな言葉に親しむ機会となる。例えば，リズ
ミカルな節回しの手遊びや童謡を歌うこと

は，体でリズムを感じながらいろいろな言葉
を使って表現する楽しさにつながる。」（p.229）
とある。
　昨年度の論文「保育の中の歌について－子
どもの歌についてのアンケートから－」では、
保育者及び保育者養成校の学生に、同じ対象
曲を用いて行ったアンケートをもとに、保育
者養成における子どもの歌の指導について示
唆を得ることを目的として分析・考察を行っ
た。
　結果として、保育現場では明治から平成ま
での幅広い時代に発表された数多くの曲が歌
われており、新しい歌や子どもたち自身が歌
いたい歌も取り入れられていることが分かっ
た。また、「どこで歌を知ったか」について、
学生の回答で一番多かったものは「幼稚園・
保育園（所）で」が 31.5％であり、学生は自
身が幼稚園・保育園（所）で歌った歌をよく
覚えていることが分かった。一方で「家族と
歌った」の割合は 13.9％であり、保育者と共
に歌を歌う経験が大切であることが読み取れ
た。
　保育者対象の同アンケートでは、コロナ禍
の中での保育現場において歌を歌う活動の現
状と、保育者自身の保育における歌に対する
考えについて、自由記述で回答を得ていた。
本稿では、この自由記述回答に寄せられた保
育者の子ども歌に対する思いを形にし、今後
の子どもの歌の展望を考えたい。
　2020 年 12 月 10 日の文部科学省の通知「小
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学校、中学校、高等学校及び特別支援学校に
おいて合唱等を行う場面での新型コロナウイ
ルス感染症対策の徹底について」では、合唱
を行う場合はマスクを原則着用すること、間
隔をできるだけ 2 ｍ（最低 1 ｍ）空け、連続
した練習時間はできるだけ短くし、常時換気
を原則とし、窓等を対角方向に開け、十分に
換気を行うなどの対策を講じた上で行うこと
が示された。
　一方、2022 年 9 月 7 日に厚生労働省の通達
により療養期間の見直しが行われ（「新型コ
ロナウイルス感染症の患者に対する療養期間
等の見直しについて」）、同年 12 月 27 日には
新型コロナウイルスの感染症法上の分類見直
しを巡り、政府が 2023 年春にも季節性イン
フルエンザと同等の 5 類への引き下げを検討
していると報道された。
　今後コロナ禍が一定の収束を見た後も、保
育現場ではコロナ以前と同様に歌う活動を行
うことができるだろうか。子どもの豊かな表
現を培うには、保育者自身が子どもの歌をど
う捉えているのかがますます重要になってく
る。また、その捉え方は、経験年数の少ない
保育者と、そうでない保育者では違いがある
のかについても、アンケートの分析から考察
したい。

２．研究の目的
　コロナ禍の中で保育現場ではどのように歌
う活動を行っているのか、保育者は子どもの
歌についてどう捉えているのかについて、自
由記述の分析を行う。また、経験年数によっ
て保育における歌に対する考えに違いが認め
られるのかを自由記述から考察し、それを踏
まえて今後の保育における歌の展望について
考えたい。

３．研究方法
（１）アンケート対象者について
　アンケート対象者は、宮城県・秋田県・山
形県・福島県在住の、幼稚園・保育園（保育
所）・認定こども園へ勤める現役保育者及び
保育の経験があるもの（退職者）とした。

（２）倫理的配慮
　本調査にあたり、調査目的と内容について
説明し、回答は研究にのみ使用し、それ以外
の目的で使用しないこと、参加は個人の意思
に基づくことを明記した。

（３）アンケートの分析方法
　自由記述の設問は、①コロナ禍の中で歌を
歌う活動について困ったことや工夫している
こと、②子どもの歌に対する考えについて、
の 2 つである。①、②の回答について、KH 
Coder を用いてテキストマイニングを行った。
　また②については、回答した保育者のうち
最も経験年数が少ない 3 年未満の保育者の自
由記述を取り上げて考察を試みた。これらの
回答者には、コロナ後の現場しか経験してい
ない経験年数 2 年未満の保育者が 5 名含まれ
る。

４．結果および考察
（１）回答者について
　質問紙を郵送にて配布・回収する形で行っ
た。2021 年 9 月 1 日付で発送し、9 月 6 日～
11 月 17 日に回収した。回収率は約 55％（133
通中 73 通回収）であった。そのうち自由記
述の設問に回答があったもの（有効回答数）
は 64 であった。
　回答者の所属は、表１の通りである。
　回答者の性別は、女性61名、男性3名であっ
た。
　回答者の保育者としての経験年数について
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表 2 に示す。経験年数が 3 年未満と回答した
のは 64 人中 12 名であった。

（２）コロナ禍における歌を歌う活動について
　「コロナ禍の中で歌を歌う活動について
困ったことや工夫していること」の自由記述
についてテキストマイニングを行った。総抽
出語数は 2,766 語で、分析に使用される語と
して 1,097 語が抽出された。これらのうち頻
出語を回数が多い順に表 3 に示した。頻出語
の関連性を分析して視覚的に示した共起ネッ
トワークは図１のようになった。12 個のサ
ブグラフが出現した。
　図１の 01 のグループには出現頻度の最も
多い「歌う」をはじめ、「マスク」「子ども達」

「歌」「着用」「口」「開ける」「表情」「伝わる」
「大きい」「声」が含まれる。これらの語が含
まれる記述を確認すると以下のようなものが
あった。

表２　経験年数
経験年数 計

3 年未満 12
3 年以上 5 年未満 8
5 年以上 10 年未満 9
10 年以上 15 年未満 3
15 年以上 20 年未満 4
20 年以上 25 年未満 9
25 年以上 30 年未満 6
30 年以上 13

計 64

表１　回答者の所属
種類 回答数 （％）

幼稚園 26 （40.6％）
保育園・保育所 26 （40.6％）
認定こども園 5 （7.8％）
退職 7 （11%）

計 64

表３　「コロナ禍の中で工夫していること、困ったこと」頻出語
頻出語 出現回数 頻出語 出現回数 頻出語 出現回数 頻出語 出現回数

歌う 77 伝える 11 歌詞 7 知る 6

マスク 46 距離 10 開ける 7 伝わる 6

子ども 35 思う 10 同士 7 楽しい 5

歌 22 声 10 難しい 7 減る 5

口 17 コロナ 9 飛沫 7 制限 5

着用 16 方向 9 感染 6 大きい 5

向く 13 クラス 8 換気 6 大切 5

保育者 13 同じ 8 見えない 6 保育 5

間隔 12 表情 8 工夫 6
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・マスク着用の為、歌詞や歌い方を伝えるの
が難しい。口の開け方が伝わりにくい。

・表情、口の開け方が伝わらないことに困っ
ていますが、目から上を全力で笑うように
しています。先生が楽しく歌うことが一番
です！

・子ども達がマスクをしているため、歌って
いるかいないか分かりにくい。マスクをし
ているため教師の口の動きや形が伝わりに
くい。歌のイメージや歌詞を覚えられるよ
う、手袋シアター等で一度見せている（歌
の導入として）。

・マスクを着用している為、口を大きく開け
る事等が伝わりづらいことがあるので、必
要に応じて保育者がマスクを外し、声を出
さず、口の開け方を知らせています。

　02 のグループには「口元」「教える」「困る」
「見えない」「感じる」「幼児」「大切」が含ま
れる。「口元」に着目すると以下のような記
述が見られる。

・子どもの口元が見えない、言葉がはっきり
聴き取れない（教師も子どもも）など歌を
教えるのも歌うのもやりづらくて困ってい
る。
・文字の理解に差があるため、口元が見えな
い中で歌詞を教えるのに困っている。読め
る子には歌詞カード、読めない子にはイラ
ストで歌詞を伝えてみた。
・子ども達と新しい歌をうたう時は特に、保
育者の口元を子ども達はじっと見るので、
伝えにくい。

図１　「コロナ禍の中で工夫していること、困ったこと」共起ネットワーク
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　これらの記述から保育者は、マスクによっ
て歌う時の保育者の口の開け方を子どもに示
すことができず、子どもの口元も見えないた
め、歌い方や歌詞、表情を伝えにくいと感じ
ているようだ。
　03 の「子ども」「同士」「間隔」「換気」「思
う」「工夫」、また 11 の「同じ」「方向」「向く」
も強い共起性が見られる。コロナ禍の中でも
歌うことのために、「子ども同士が間隔をあ
けて、同じ方向を向き、換気しながら歌う」
ことを多くの保育者が行っていることが読み
取れる。
　04 のグループの「難しい」「伝える」「コ
ロナ」「形」「見せる」「指導」のつながりか
らも、保育者が指導すること、伝えることが
難しいと考えていることが分かる。対策とし
て、保育者はペープサートや手袋シアター等
の児童文化財を用いたり、表情や歌い方を分
かりやすくしたり、時には声を出さずにマス
クを外して口の開け方を知らせる等の工夫を
行っていることが分かった。
　また、頻出語の「減る」に着目し、「減らす」
も含めてこれらが含まれる記述、まったく歌
わないという記述を見てみると、以下のもの
が見られた。

・園全体のつながりを大切にしているので、
乳児クラスと幼児クラスが一緒に歌うこと
が減ったと感じる。

・コロナ前は季節の歌を歌っていたようです
が、コロナが流行してからは歌わなくなっ
た。歌も最小限（朝、昼、帰りの歌のみ）
にしている。外部講師が行う音楽教室では、
歌うことを減らし、リトミックやリズム遊
び中心に行っている。

・預かり保育では不特定多数の子ども達が利
用している為、歌唱の一切を禁止していま
す。歌うことが全面的に出来なくなり、も

どかしい日々を送っています。

　コロナ禍の感染防止対策のため歌うことを
かなり制限している園もあることが分かっ
た。利用する子どもが毎日のように変わる預
かり保育ではまったく歌を歌っていない状況
も報告されたが、保育者はその現状を「もど
かしい」と表現していた。
　
（３）保育における歌についての保育者の捉

え方
　「保育における歌についての考え」の自由
記述のテキストマイニングを行った。総抽出
語数は 2,858 語、分析に使用される語として
1,086 語が抽出された。頻出語を表４に、共
起ネットワークを図２に示す。
　出現回数が上位 6 位までの語「歌」「子ども」

「歌う」「思う」「楽しい」「保育」が含まれる
サブグラフ 08 を見ると、保育における歌に
ついて多くの保育者が考えていることが読み
取れる。「歌」「歌う」に着目すると、以下の
記述があった。

・友達と心を合わせて歌う楽しさを、たくさ
んの歌をとおして味わってほしいし、詞が
大人になっても心に残ると思うので、いろ
いろな情景、心情が浮かぶ、伝わる歌をう
たいたいです。
・歌を通して季節（行事）を感じられたり、
歌に出てくる風景や生き物、自然、物語等
のイメージや想像を膨らませる素敵なも
の。皆でうたうことで楽しさを感じ、息を
合わせたり、周りの声を聞いたりする中で
協調性を身につけられるものだと思う。
・歌を口ずさむことで気持ちが穏やかになっ
たり楽しくなったり、いつでも歌うことが
できる環境を作っておくことが大切と思っ
ています。
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表４　「保育における歌についての保育者の考え」頻出語
頻出語 出現回数 頻出語 出現回数 頻出語 出現回数 頻出語 出現回数

歌 58 多い 10 考える 7 一緒 5

子ども 42 音楽 9 自分 7 歌詞 5

歌う 40 合わせる 9 心 7 楽しむ 5

思う 38 取り入れる 9 聞く 7 気持ち 5

感じる 16 触れる 9 言葉 6 好き 5

楽しい 15 口ずさむ 8 豊か 6 知る 5

大切 11 声 8 コミュニケーション 5 伝える 5

保育 11 童謡 8 コロナ 5 表現 5

音 10 たくさん 7 ピアノ 5 友達 5

覚える 10

図２　「保育における歌についての考え」共起ネットワーク
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・担任をしている頃は、毎朝子ども達と2曲
歌うことを保育に取り入れ、歌う楽しさ、
心地よさを感じられるようにしていまし
た。赤ちゃんが泣いた時も、つい童謡を口
ずさんでいます。

　語の結びつきが強く示されている 01 のサ
ブグラフには、「音」「声」「聞く」「音楽」

「合わせる」「触れる」「コロナ」そして「豊か」
「季節」が見られる。ここから「音」に着目
すると以下の記述が見られた。

・コロナ禍になり、子ども達が無意識に触れ
ている音楽の重要性に気づきました。聞い
た音を声に出して歌う経験の薄れた子ども
達は音を拾う力が弱くなっています。

・CDなど機械を通した音ではなく、生の声、
音で子どものテンポや様子に合わせてあげ
られるようにしたい、と思っています。

　ここでは CD 等のメディアを通した音では
なく、子どもたちが自身の声で歌うこと、ま
た保育者自身の声で歌う重要性が指摘されて
いる。「声」に着目すると同様の意見が見ら
れた。

・肉声での歌は、その一人一人の声や発声や
抑揚があり、心地よく、情緒の安定や豊か
な感性を育むために保育の中では必要不可
欠です。また、人と合わせて歌う合唱も、
コミュニケーション力や達成感を育み人を
感動させることができると思います。

・歌は情緒を育み、気持ちを豊かにするうえ
で必要と思います。どの年齢の保育にも大
切な分野と考えています。ピアノ、オルガ
ンなどの伴奏のもと歌う時間は、子ども達
も大好きです。デジタルではない、生の歌
声にふれる時間は豊かな人格形成に必要で

あると信じています。

　5 回出現している「コミュニケーション」
に注目し、同様の意味で使われていると考え
られる「会話」も含めると以下の記述があっ
た。

・園生活の中でより多くの歌を知ってほし
い。歌を通して様々な言葉、表現を覚え、
コミュニケーションの一部になってほし
い。
・歌は、赤ちゃんの時からの会話だと考えま
す。子守り歌は、赤ちゃんの時からきいて
身にしみつき覚えて声を出して歌っていま
す。３，４，５歳くらいには、だんだんと長
い歌詞を覚えていくという発達に沿って楽
しみ方も加わっていくという目的もあると
思います。
・歌は、生活面、あそび面…どんな場面にお
いても欠かせない存在だと思います。（中
略）特に小さい子は、言葉ではわかりづら
いことも歌で表現したり、わらべうたに関
しても、コミュニケーションを図れる手段
の一つとも考えています。

　
　歌は保育の中のあらゆる場面において欠か
せないもので、子どもの感性を豊かに育み、
情緒を安定させ協調性を身につけると同時
に、言葉の発達を促すことにも関わっている。
歌は「会話」だとする記述もあるように、子
どもにとって「歌うこと」は自己表現であり、
他者とのコミュニケーションの一つと捉えら
れていること、数多くの歌を子どもたちと歌
いたいと考えていることが分かった。

（３）経験年数3年未満の保育者の子どもの
歌に対する思い

　経験の浅い保育者は、子どもの歌について
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どのように捉えているのだろうか。経験年数
が 3 年未満と回答した保育者の記述について
見てみると、歌によって子ども同士、保育者
とのつながりが深まり、歌うことは自己表現
の大きな手段の一つと捉えていることが分
かった。

・「歌うこと」は自己表現の大きな一つと考
えています。歌うことで感情を豊かにする、
歌うことで感情を表現する、それができる
ことは子どもにとって大きな自信に繋がる
と信じています。

・（ピアノが苦手でも）子どもたちと一緒に
歌うことは大切だと思っている。コミュニ
ケーションの一つ、特に年少さんは初めて
の歌が多かったりするので一緒に教師や友
達と歌うことで自然と打ち解ける。

・歌を通して、子どもなりに感じるものや、
学ぶものが広がったり、笑顔が広がったり、
友達や先生との交流が深まるきっかけに
なったり、歌を通して良い効果につながる
ことが沢山あると思うので、沢山の歌に触
れさせていきたいと思っています。

　一方で、12 名のうちコロナ禍になってか
ら就職した（経験が 2 年未満の）保育者 5 名
に絞ってみると、この設問に対する記述が
あったのは 2 名のみであった。コロナ以降の
経験しかないことから、子どもの歌に対する
自身の考えをまとめることができなかったか
もしれないと推察される。

５．総合考察
　本研究は、保育者に子どもの歌についての
アンケート調査を行い、コロナ禍の中で保育
現場での歌を歌う活動の現状と、保育者は子
どもの歌についてどう捉えているのかをアン
ケートの自由記述の分析から明らかにし、そ

れを踏まえて今後の保育における歌の展望に
ついて考察することであった。
　子どもが歌うこと、保育者が歌って聴かせ
ることの大切さを、保育者は毎日の保育の中
から肌で感じており、コロナ禍でも多くの保
育者が、様々な対策を行った上で歌う活動を
途切らすことなく続けていることが分かっ
た。現状では歌うことがかなり制限されてい
る場合でも、保育者はそれを「もどかしい」
と考えていることからも、コロナ禍が落ち着
きを見せた後、保育の現場では以前のように
歌う活動ができるのだろうかとの危惧は、杞
憂に終わるものと考えられる。
　コロナ禍になってから就職した経験が 2 年
未満の保育者では、子どもの歌についての考
えを言葉としてまとめられたものは少なかっ
たが、同僚である先輩保育者の姿から学び、
様々な場面において、保育者自身も子どもた
ちと歌うことを楽しんでもらいたいと考え
る。そのことが、子どもの豊かな表現、更に
は言葉、人間関係など五領域の総合的な発達
に大きく関わるということを、アンケートの
自由記述から再確認することができた。
　最後に保育者の子どもの歌についての考え
の自由記述例を紹介し、アンケートにご協力
くださった保育者の皆様に感謝の気持ちを伝
えたい。

・歌によって安心できたり、勇気をもらった
り、励まされたり、やる気になったり・・・
心の奥底に気が付かない間に残り、生きて
いく上での支えや心の栄養となってくれる
力も持っていると思う。
・今は0歳児クラスなので毎日ずっと歌をう
たっています。歌は、子どもの気持ちを切
りかえてくれたり、和ませてくれたり、楽
しませてくれたり、、、そして何の準備もな
くすぐに取り組める素敵なものだと思いま
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す。
・保育士の歌を聞いて泣いている子が泣き止
んだり、保育士と子ども達が一緒に歌うこ
とで笑顔になったり、保育の中で歌は欠か
せないものだと思っています。
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